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国際色豊かに外国人も参加
自滝うも盆まつり

八
月
二
十
四
日
、
白
滝
商
工
観
光
連
盟
に

よ
る
白
滝
恒
例
の
う
ら
盆
ま
つ
り
が
盛
り
だ

く
さ
ん
の
内
容
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
先
祖
の

供
養
に
と
毎
年
間
か
れ
て
い
る
こ
の
お
ま
つ

り
、
今
年
も
駅
前
を
中
心
に
カ
ラ
オ
ケ
大
会
、

造
物
コ
ン
テ
ス
ト
な
ど
が
行
わ
れ
、
ま
た
、

長
浜
音
頭
踊
り
大
会
で
は
、
初
め
て
外
国
人

が
参
加
す
る
な
ど
、
子
供
か
ら
お
年
寄
り
ま

で
、
大
勢
の
見
物
客
を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。

今
年
初
め
て
参
加
し
た
約
二
十
人
の
外
国

人
は
、
白
滝
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
青
年
会
が
ま
ち

づ
く
り
の
一
環
と
し
て
、
国
際
的
感
覚
を
も
っ

て
自
分
達
の
地
域
を
見
直
そ
う
と
招
待
し
た

も
の
で
、
初
め
て
の
浴
衣
姿
に
大
は
し
ゃ
ぎ

で
踊
り
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

な
お
、
こ
の
ア
メ
リ
カ
、
イ
ギ
リ
ス
、
フ

ラ
ン
ス
な
ど
七
か
国
か
ら
招
待
さ
れ
た
約
二

十
人
の
外
国
人
は
、
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
会
員
宅

に
ホ
l
ム
ス
テ
イ
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
家
族
と

楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
、
「
白
滝
は
小
さ

い
け
ど
一
つ
の
家
族
み
た
い
、
滝
が
と
て
も

き
れ
い
で
す
」
と
感
想
を
述
べ
て
い
ま
し
た
。
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第二回臨時会@人権作文

…
襲
警
一
襲
撃

長
浜
町
議
会
第
二
回
臨
時
会
が
八
月

七
日
に
聞
か
れ
、
請
負
契
約
な
ど
の
八

議
案
は
、
い
ず
れ
も
原
案
通
り
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

小
浦
リ
バ
ー
サ
イ
ド

ス
ポ
ー
ツ
パ
ー
ク

整
備
事
業
な
ど
七
件

請
負
契
約
の
締
結

平
成
二
年
度
か
ら
着
手
し
て
い
る
小

浦
リ
パ

l
サ
イ
ド
ス
ポ
ー
ツ
パ

l
ク
整

備
事
業
に
係
る
土
木
工
事
(
分
割
こ

は
、
九
千
三
百
二
十
一
万
五
千
円
で
株

式
会
社
西
田
興
産
と
請
負
契
約
を
締
結

す
る
こ
と
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

肱
刑
あ
ら
し
展
望
公
国

ル
ー
ト
整
備
工
事

平
成
二
年
度
か
ら
整
備
を
進
め
て
い

る
、
肱
川
あ
ら
し
展
望
公
園
ル
l
ト
整

備
工
事
の
本
年
度
実
聾
量
分
の
う
ち
、

展
望
公
園
の
用
地
造
成
、
遊
具
、
植
栽

工
等
の
公
園
工
事
は
、
六
千
四
十
六
万

一
千
円
で
有
限
会
社
長
浜
建
設
と
請
負

契
約
を
締
結
す
る
こ
と
が
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

白
滝
滝
め
ぐ
り
自
然

遊
歩
道
整
備
工
事

平
成
二
年
度
か
ら
着
手
し
て
い
る
白

滝
滝
め
ぐ
り
自
然
遊
歩
道
整
備
工
事
に

係
る
、
不
動
滝
の
遊
歩
道
及
び
駐
車
場

の
整
備
は
、
三
千
三
百
八
十
八
万
七
千

円
で
伊
抽
出
建
設
工
業
合
名
会
社
、
白
滝

分
の
遊
歩
道
は
、
五
千
二
百
一
万
五
千

円
で
株
式
会
社
一
宮
工
務
屈
と
請
負
契

約
を
締
結
す
る
こ
と
が
承
認
さ
れ
ま
し

た。

町
道
拓
海
線

舗

装

整

備

拓
海
工
業
団
地
と
国
道
三
七
八
号
を

結
ぶ
、
町
の
主
要
産
業
道
路
で
あ
る
町

道
拓
海
娘
の
未
舗
装
箇
所
の
整
備
は
、

五
千
四
百
八
十
九
万
九
千
円
で
株
式
会

社
西
田
興
産
と
請
負
契
約
を
締
結
す
る

こ
と
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

議案を上程する上田町長

町
道
大
平
線

改

良

整

備

昭
和
六
十
二
年
度
か
ら
国
庫
補
助
金

の
導
入
に
よ
り
改
良
整
備
を
進
め
、
幹

線
一
級
町
村
道
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ

て
い
る
、
王
要
町
道
大
平
線
の
本
年
度
分

の
改
良
整
備
は
、
四
千
四
百
五
十
九
万

九
千
円
で
株
式
会
社
一
宮
工
務
庖
と
請

負
契
約
を
締
結
す
る
こ
と
が
承
認
さ
れ

ま
し
た
。捕

生
漁
港
の

修

築

工

事

六
十
=
一
年
度
か
ら
継
続
し
て
施
設
整

備
を
進
め
て
い
る
櫛
生
漁
港
の
護
岸
及

び
沖
防
波
堤
、
物
揚
場
の
施
設
工
事
は
、

一
億
六
千
五
百
八
十
三
万
円
で
株
式
会

社
清
水
建
設
と
請
負
契
約
を
締
結
す
る

こ
と
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

監
査
委
員
に

池
田
政
治
氏

監
査
委
員
の
日
高
照
友
氏
(
長
浜
。

五
ニ
は
、
八
月
七
日
付
け
で
辞
任
さ

れ
た
の
で
、
後
任
に
池
田
政
治
氏
(
上

老
松
・
六
八
)
を
選
任
、
議
会
の
同
意

を
求
め
た
結
呆
、
満
場
一
致
で
同
意
さ

れ
ま
し
た
。

ま 私 の たてん芦と C たせぜにさはんめしをしよ C ぱまのがと A ん
しがな。、ぜで何さはんん、ん、がてまあてうさしし洋私こさなお
たきい私「ん言回んずでゆ C に 何 言 や い や 、 に ん た た 服 を ろ ん が み
。ら人はやかいもとなしるさ あ固いあまま C 私もの。をつでときこ
いま、めかまイ可凶のたしんやもま o しっさを、ですあきしいがし
な で「てわし回しに。てはま何し」たてんつ A C ぐやとたつえパ
のカf どやりたも吾、そく 、つ固たと。ふのきささ B ま ば 、 。 し る レ
か出う あの。、ユ A しれぜたも o C ----，ん洋とんんさつしとよと l
な て し己なそ私へさたまんの C 私さやで服ばゃにんてたこにきド

くていしのエコんら し B あ が ふ の ろ き で が

J ZAド HU艶盟 ; 彊 臨 時 現 日 け い 守 口
とたかい出私とやさや E - E たとまっし B A に。で
思うわまてにであ会ま| ー 、、 、 |。同しきまささ行私

い 1 り しきぜ大己カ、っ It '¥ l'~ fh Iそじ弓といんんくはみ

み
ん
な
は
、
た
っ
た
一
人
の
私
を

い
じ
め
て
そ
ん
な
に
楽
し
い
の
で
し
ょ

う
か
。
う
れ
し
い
の
で
し
ょ
う
か
。

五
対
一
で
い
じ
め
る
な
ん
て
、
私
は

か
な
し
く
な
り
ま
し
た
。

私
は
、
み
ん
な
に
言
わ
れ
た
の
で
、

と
う
と
う
泣
い
て
し
ま
い
ま
し
た
。

ず
う
っ
と
泣
い
て
し
ま
い
ま
し
た
。

そ
し
た
ら
、
私
の
横
に
い
た
D
さ

ん
と

E
さ
ん
が
私
を
い
っ
し
ょ
う
け

|
寸
|
!
」
ん
め
い
な
ぐ
さ
め
て
く

生

一

れ

ま

し

た
o

そ
の
と
き

J
L
一
は
、
と
っ
て
も
う
れ
し

一
重
一
か
っ
た
で
す
。

五

一

A
さ
ん
や

B
さ
ん
や

一
h
四一

C
さ
ん
が
、
も
し
私
と

一
d
闘
一
同
じ
よ
う
に
さ
れ
た
ら
、

一
小
一
ど
う
思
う
で
し
ょ
う
か
o

|
「
ー
し
た
ぶ
ん
つ
ら
い
き
も
ち

に
な
る
と
思
い
ま
す
。

私
は
、

A
さ
ん
や

B
さ
ん
や
C
さ

ん
み
た
い
な
悪
い
心
を
も
た
ず
に
、

み
ん
な
か
ら
す
か
れ
る
人
に
な
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

A
さ
ん

B
さ
ん

C
さ
ん
も
、
人
を

大
切
に
す
る
よ
う
に
努
力
し
た
ら
み

ん
な
に
す
か
れ
る
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
、
他
の
人
が
い
じ
め
を

し
た
り
、
悪
い
こ
と
を
い
っ
て
い
た

ら
、
注
意
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
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投
票
率

七
月
二
十
六
日
、
第
十
六
回
参
議
院

議
員
通
常
選
挙
の
投
票
が
町
内
十
四
か

所
で
行
わ
れ
、
当
日
有
権
者
数
は
八
千

六
百
五
十
九
人
(
前
回
よ
り
五
百
九
十

三
人
減
)
で
投
票
率
は
選
挙
区
選
出
議

員
選
挙
が
七
十
四
%
、
比
例
代
表
選
出

議
員
選
挙
が
七
三
・
九
一
%
で
し
た
。

ま
た
、
当
日
に
町
体
育
館
で
午
後
七

時
一
二
十
分
か
ら
参
議
院
選
挙
区
、
比
例

区
の
順
で
開
票
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
選
挙
区
候
補
者
別
、
比
例
区

の
政
党
別
得
票
数
は
、
別
表
の
と
お
り

で
す
。

一一一一参議院選挙結果

〔
参
議
院
愛
接
選
挙
監
〕

選
挙
産
拡
七
四
銘

比
倒
産
は
七
一
一
丁
九
一
覧

長浜町 F友立 援 県[
有権者数 8，659人 1，157，218人!

投 刀jfIfて 一設「忠 74.00% 54.31 % 

有 効 理刀王て 6，162票 601，085票

の ま たけし 4，859票 385，178票

菅原 たつじ 1，032票 163，477票

佐々木いずみ 271票 52，430票

開票を行う選挙事務従事者

参議院議員通需選挙(選挙露)
投票区 性別当日有権者数投票者数投票率%

第 1投票区 男 542 I 349 I 64.39 
(長浜町体育館) 女 654 I 440 I 67.28 

計 1.196 I 789 I 65.97 

第 2投票区 男 521 I 350 I 67.18 
(長浜小学校体育館) 女 664 1 479 1 72.14 

計 1 . 185 I 829 I 69.96 

第 3投票区 男 35 I 27 I 77.14 
(青島コミセン) 女民 46 I 39 I 84.78 

計 81 I 66 I 81.48 
第 4投 票 区 男 210 I 175 I 83.33 
(今坊務保館) 女 252 I 202 I 80.16 

計 462 I 377 I 81. 60 
第 5投票区 男 146 I 101 I 69.18 
(晴海集会所) 女 170 I 116 I 68.24 

計 316 I 217 I 68.67 

第 6投票区 男 296 I 222 I 75.00 
(櫛生小学校体育館) 女民 335 I 252 I 75.22 I 

計 631 I 474 I 75.12 I 

第 7投票区 男 64 I 54 I 84.38 
(須沢公民館) 女 71 1 59 1 83.10 

計 135 I 113 I 83.70 

第 8投票 IR 男 384 I 226 I 58.85 
(沖i甫コミセン) 女 447 I 298 I 66.67 

計 831 I 524 I 63.06 

第 9投票区 男 277 I 206 I 74.37 
(出かl、学校体育館) 女 318 I 251 I 78.93 

計 595 I 457 I 76.81 

第 10投 票 区 男 539 I 422 I 78.29 
(大和公民館) 女 614 I 473 I 77.04 

言十 1.153 I 895 I 77. 62 
第 11投票区 男 282 I 244 I 86.52 
(豊茂公民館) 女戸、 322 I 265 I 82.30 

言十 604 I 509 I 84.27 

第 12投票区 男 377 I 292 I 77.45 
(白滝公民館) 女 481 I 380 I 79.00 

計 858 I 672 I 78.32 

第 13投票区 男 109 I 85 I 77.98 
(戒川小学校) よと 96 I 80 I 83.33 

計 205 I 165 I 80.49 

第 14投 票 区 男 191 I 152 I 79.58 
(柴公民館) 女 216 I 169 I 78.24 

計 407 1 321 1 78.87 
計 男 3.973 I 2.905 I 73.12 

女 4.686 I 3.503 I 74.75 
計 8.659 I 6.408 I 74.00 

門
参
議
院
比
例
代
襲
〕

日 風 世 新 第 希 日 社 モ 老 ノ三¥二

の星関

国 公 教 新
本日

国 発 政

界 4< 
ノズ!て 本日ド

際 歩本 人
本 自 院 民 タ 政 自 民国

民 明
の 浄

ク
並ノ、

主
福 U論

1台
明 "円z芯

由
メクu己， 

新 由 クラ F 政 新 政
霊 フ 産 連 新 祉

ライ 。 連 i! 
連治

党 4< bZ三〈、 ρクu己. ブ 望 党 ぷE〉I• 党 党 プ y戸ιι， メ口斗 党 Y品位L、 メ口与 yρuι ， 治 名

223.01 18 。 26 131 14 117 38 16 53 15 3 1 670 5 1 81 9.985 9長浜町

33，213 
2，652 261 2，581 20，481 1，354 28，182 4，488 2，343 4，327 1，272 463 221 96，853 917 331 403 

936. 
1，763 愛媛県

.721 219 

4 1 4 8 当選人数

表 雑 平 環 平 日
事公政

フ 地 化文 国 民 自 中 ス 大 日 年 日
現 成 本 球 自

ポ 日 本 本
の 世 フ

生ノ業iE 二 本
計 自

民 民 境 改
直

太平ZZ回三L 

ユワ 維 オ 民 社 民 ツ
誠

月主之 ~ 干士

和平;兄白 新 し オク
新

フ
主

活党
流 酢 メヱ〉3Z、

党 yょuι， Yρ!t クAUtL5 主ク位也. :R己， 、J メRも， ム 党 戸1包 JクU己， 社 党 兵クu己， 党

5，986 I 2 13 6 1 6 1 2 。 3 16 148 3，386 2 138 1 10 33 859 

598，217.94 410 139 891 907 285 482 117 101 121 533 1，538 22，549 
239， 

408 16，756 62 672 3，859 
106， 

072 274 

50 3 19 I 10 
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関係

保
険
料
を

納
め
忘
れ
る
と

大
変
で
す

第
一
号
被
保
険
者
の
皆
さ
ん
、
国
民

年
金
保
険
料
の
納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ

ん
か
。

金年

も
し
、
納
め
忘
れ
が
あ
り
ま
す
と
、

思
わ
ぬ
病
気
や
ケ
ガ
で
障
害
者
に
な
っ

た
り
、
一
家
の
働
き
手
を
失
っ
た
り
し

た
と
き
な
ど
に
、
障
害
基
礎
年
金
や
遺

族
基
礎
年
金
が
受
け
ら
れ
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
。

ま
た
、
将
来
老
後
の
生
活
の
支
え
と

な
る
老
齢
基
礎
年
金
の
額
が
、
少
な
く

な
っ
た
り
受
け
ら
れ
な
く
な
っ
た
り
し

ま
す
。保

険
料
は
、
毎
月
納
め
る
の
が
原
則

で
す
が
、
何
ら
か
の
理
由
で
年
度
内
に

納
め
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
保
険
料

は
、
二
年
前
ま
で
で
あ
れ
ば
さ
か
の
ぼ
っ

て
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

国
民
年
金
の
制
度
は
、
働
く
世
代
が

お
年
寄
り
の
世
代
を
支
え
る
「
昨
代
と

世
代
の
助
け
合
い
」
で
す
。
毎
月
き
ち

ん
と
保
険
料
を
納
め
て
い
く
こ
と
が
、

自
分
自
身
の
た
め
で
あ
る
と
同
時
に
、

国
民
年
金
を
守
り
発
展
さ
せ
る
た
め
の

大
切
な
こ
と
で
す
。

過
去
の
保
険
料
に
納
め
忘
れ
が
な
い

か
、
今
一
度
確
か
め
て
く
だ
さ
い
。

「
老
齢
基
礎
年
金
」
の

繰
り
上
げ
請
求
は

慎

重

国
民
年
金
の
老
齢
基
礎
年
金
を
受
け

ら
れ
る
の
は
、
原
則
と
し
て
六
十
五
歳

か
ら
で
す
が
、
本
人
の
希
望
に
よ
り
、

六
十
歳
か
ら
六
十
五
歳
に
な
る
ま
で
の

聞
で
も
、
年
金
を
受
け
始
め
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
こ
れ
を
「
繰
上
げ
請
求
」

と
言
い
ま
す
が
、
繰
り
上
げ
て
年
金
を

受
け
る
と
、
年
金
額
が
生
涯
に
わ
た
っ

て
減
額
さ
れ
る
ば
か
り
で
な
く
、
特
別

支
給
の
老
齢
厚
生
年
金
が
停
止
さ
れ
る

な
ど
、
い
ろ
い
ろ
と
不
利
な
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

繰
り
上
げ
請
求
し
た
後
に
は
、
取
消

や
変
更
を
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

今
や
人
生
八
十
年
時
代
。
長
い
年
金

生
活
を
考
え
る
と
、
決
し
て
得
と
は
言

え
ま
せ
ん
。
請
求
の
前
に
よ
く
考
え
て

み
ま
し
ょ
う
。

請求時の年齢と減額率

繰上げ請求したときの年齢 減額率

6 0歳 O. 4 2 

6 1歳 O. 3 5 

6 2歳 O. 2 8 

6 3歳 O. 2 0 

6 4歳 O. 1 1 

信
頼
で
き
る
登
録
居
は
、
消
費
者
の

要
望
か
ら
生
ま
れ
た
制
度
で
、
厚
生
大

臣
認
可
の
標
準
営
業
約
款
に
従
っ
て
営

業
し
て
い
る
安
心
と
信
頼
の
し
る
し
で

す。
な
お
、
こ
の
マ

l
ク
は
、
消
費
者
が

安
心
し
て
利
用
で
き
る
お
屈
で
あ
る
こ

と
が
わ
か
り
ま
す
。

s
t
a
n
d
a
r
d
(
標
準
)
・
:
正

支給される場合は、 65歳になって

年金が減額される も変わらず、一生減額されたままで
す。

障害基礎年金が受 万が一障害者になっても、障害基礎
けられない 年金はうけられません。

遺族厚生年金など 6 5歳までは、遺族(共済)厚生年
は、一緒に受けら 金か老齢基礎年金のどちらかーっし
れない か受けられません。

特別支給の老齢厚 6 5歳になるまで、特別支給の老齢

生年金が支給停止 厚生(退職共済)年金が支給停止に
される なります。

会社に勤めると、 就職して厚生年金に加入すると、退

老齢基礎年金が支 職又は 65歳になるまで老齢基礎年
給停止される 金が支給停止になります。

繰り上げ請求はこん訟ときに不利

確
な
技
術
、
き
め
細
か
な
対
応
な
ど
、

お
客
様
に
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
の
種
別
、

内
容
を
明
確
に
表
示
し
、
そ
の
実
施
を

お
約
束
し
ま
す
。

s
a
n
l
t
a
t
l
o
n
(重
)
・
・

美
し
く
清
潔
に
、
厳
し
い
管
理
基
準
に

従
い
営
業
施
設
の
維
持
・
管
理
を
行
い
、

お
客
様
に
衛
生
面
で
気
持
ち
の
よ
い
細

や
か
な
配
慮
を
怠
り
ま
せ
ん
。

s
a
f
e
t
y
(
安
全
)
:
・
ま
か
せ

て
安
心
、
万
一
事
故
が
発
生
し
た
場
合

に
は
、
お
客
様
に
事
故
賠
償
に
基
づ
き

損
害
賠
償
を
行
い
ま
す
。

S
マ
l
ク
は
、
三
つ
の

S
の
頭
文
字

を
と
っ
た
も
の
で
、
五
本
の
線
は
、
消

費
者
と
登
録
庖
と
各
都
道
府
県
環
境
衛

生
営
業
指
導
セ
ン
タ
ー
が
お
互
い
に
信

頼
し
合
っ
て
い
る
こ
と
を
意
味
し
て
い

ま
す
。な

お
、
標
準
営
業
約
款
制
度
の
詳
細

に
つ
い
て
は
、
全
国
環
境
衛
生
営
業
指

導
セ
ン
タ
ー
(
宮

O
三
|
二
二
二
五
一

二
三
八
一
)
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。
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「

z
l
i
l
i
-
-
1
E
l
-
-
J
ホ
1
ム
ヘ
ル
パ
!
の
増
員
を
行
っ
て
い

一

暴

思

や

集

中

豪

閣

一

ま

す

。

主

ー

も

八

月

一

日

甘

け

で

、

次

の

一
昨
備
え
ま
し
ょ
う
1

一
一
人
を
市
し
ま
し
た

o

一
九
口
口
道
代
(
下
須
戒
)
、
一
一
一
好
亀
代

り
方
に
つ
い
て
は
、
「
第
二
土
曜
日
に
一
今
年
も
台
風
シ
ー
ズ
ン
が
や
っ
て
き
一
子
(
長
浜
)

お
け
る
支
際
の
生
活
状
況
を
調
音
一
し
な
一
ま

L
た
。
万
一
に
備
え
て
日
制
か
ら
裏
一
な
お
、
現
在
活
躍
中
の
ホ
l
ム
ヘ
ル

が
ら
結
論
を
」
と
い
、
つ
推
進
協
議
会
の
一
山
や
家
屋
、
近
辺
の
側
事
目
、
排
水
講
の
一
パ

1
は
次
の
と
お
り
で
す
。

方
針
を
尊
重
し
、
そ
の
提
一
一
口
を
待
っ
て
一
安
全
確
保
に
十
分
注
ぶ
し
ま
し
ょ
う
。
一
越
智
冨
美
子
(
白
滝
)
、
池
田
千
代

具
体
的
な
汁
応
策
を
検
討
し
て
い
き
ま
「

i
i
l
a
l
i
z
-
-
L
長
雪
、
菊
岡
比
名
美
(
櫛
生
、
藤

す
が
、
当
面
は
、
白
主
的
な

F
供

会

組

制

幸

子

(

柴

)

織

の

育

成

に

力

を

入

れ

て

い

く

方

針

で

よ

ろ

し

く

お

願

い

し

ま

す

o

す
の
皆
さ
ん
の
ご
用
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

学
校
週
五
日
制
が
、
い
よ
い
よ
九
月

十
二
日
の
土
曜
日
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま

す
の
長
浜
町
教
育
一
者
以
会
で
は
、
学
校
-

P
T
A
-
地
域
関
係
諸
国
体
等
の
各
代

表
者
及
ぴ
学
識
経
験
者
の
二
十
二
人
の

方
に
「
長
浜
町
学
校
週
五
日
航
推
進
協

議
会
委
員
」
を
委
嘱
し
、
学
校
週
五
日

制
度
の
対
応
策
の
審
誌
を
進
め
て
い
ま

す
。
四
月
一
一
十
日
に
は
、
第
一
回
推
進

協
議
会
を
持
ち
、
学
校
週
五
日
制
の
趣

旨
に
関
す
る
研
修
の
ほ
か
、
本
制
度
実

施
で
予
想
さ
れ
る
問
題
点
に
つ
い
て
意

見
を
出
し
合
い
、
ま
た
、
七
月
七
日
の

第
三
回
推
進
協
議
会
で
ほ
、
学
校
教
育

部
会
と
社
会
教
育
部
会
と
に
分
か
れ
、

各
分
野
で
の
倹
討
課
題
と
そ
の
対
応
策

に
つ
い
て
協
議
を
し
ま
し
た
。

な
お
、
今
後
教
案
貰
会
と
し
て
は
、

子
供
た
ち
が
自
由
に
活
動
で
き
る
よ
う
、

各
学
校
、
公
民
錯
、
図
書
館
等
の
教
育

施
設
の
開
放
に
つ
い
て
、
関
係
機
関
に

O
子
供
た
ち
の
子
供
た
ち
に
よ
る
組

協
力
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
c

織
(
子
供
会
)
活
動
の
育
成
に
、
地
域

ま
た
、
子
供
た
ム
ノ
の
地
域
活
動
の
在
全
体
で
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

一
※
通
勤
通
学
一

i
i
ω
i肌ささん

;
;
J

一
定
期
川
券
卦
は
、
長
一
浜
浜
駅
で
買
い
ま
し
よ
う

1!.. ，
 

…
あ
な
た
の
気
配
り
が
町
守
づ
つ
く
り
に
つ
な
が
り
ま
す
口
一

せら知一一一一一お

学
校
週
五
日
制
を

迎
え
る
に
あ
た
っ
て

O
子
供
の
意
見
を
よ
く
聞
き
、
土
曜

日
の
過
ご
し
方
は
、
ブ
ナ
供
白
身
に
考
え

さ
せ
ま
し
ょ
う
。

O
了
供
と
の
ふ
れ
あ
い
を
大
切
に
し
、

楽
し
み
ゃ
苫
労
を
分
か
ち
あ
え
る
家
庭

に
し
ま
し
ょ
う
。

。
子
供
に
豊
か
な
門
然
体
験
を
さ
せ

ま
し
ょ
う
。

ー
在
宅
福
祉
の
充
実
j

国
仁
お
い
て
は
、
一
一
十
一
世
紀
の
本

格
的
な
高
齢
者
社
会
に
向
け
、
平
成
元

年
度
「
高
齢
者
保
健
福
祉
推
進
十
か
年

戦
略
」
を
策
定
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
す
が
、

当
町
も
こ
れ
に
沿
っ
て
在
宅
福
祉
の
充

実
を
図
る
た
め
、
年
次
計
画
を
立
て
て
、

~ 
町内で活躍するホームヘルパーさん

i
d
」
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
j

十
月
一
日
現
在
で
、
就
業
構
造
甘
柄
本

調
査
が
行
わ
れ
ま
す
。
こ
れ
は
、
国
民

の
皆
さ
ん
の
就
業
状
態
な
ど
を
調
査
し

て
、
国
や
地
方
の
雇
用
対
策
な
ど
の
基

礎
資
料
を
作
成
す
る
た
め
に
実
施
す
る

も
の
で
す
。

な
お
、
こ
の
調
査
は
、
全
国
で
約
四

十
三
万
世
帯
を
抽
出
し
て
行
い
、
選
ば

れ
た
世
帯
に
は
、
調
査
員
が
九
月
下
旬

か
ら
伺
い
ま
す
の
で
、
ご
協
か
を
お
願

い
し
ま
す
。

就業構造基本調査

療品
10月1且

「統計で働く姿を見つめよう」e 
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長
浜
の
夏
匝
フ
ォ
ト
コ
レ
ク
シ
一
戸
/

各
地
域
で
過
ご
し
た
楽
し
い
夏

トコレクション

七
・
八
月
の
二
か
月
間
、
サ
メ
騒
動

で
海
の
祭
典
は
中
止
に
な
っ
た
も
の
の
、

町
内
で
盛
り
だ
く
さ
ん
な
各
種
イ
ベ
ン

ト
が
行
わ
れ
、
各
地
域
で
賑
わ
い
ま
し

フォ

fこ。
な
お
各
地
域
の
模
様
を
写
真
で
ご
紹

介
し
ま
す
。

どの道を行けば、いいの?
(長浜夏まつり・迷路)

うまく作れる?竹細工に挑戦
(青空ふれあい市)

かわいいね
(盆踊り大会・豊茂)

時速150km?球速を計る子供たち
(青空ふれあい市)

熱狂的なファンから花束を?
(カラオケ大会・櫛生)

レシ ブ?あぶない?
(町民体育祭。バレーボール)

自分たちで作るバーベキューは格別だ 1

(青少年のつどい・大和)

ナイスパッテインク
(町民体育祭・ソフトボール)

おいしい!そうめん流し
(子供夏まつり・出海)
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第

1
圃

健
康
の
た
め
の
食
生
活
の
道
し
る
べ

と
題
し
て
、
国
が
提
唱
し
て
い
る
指
針

を
、
今
月
か
ら
五
回
に
わ
た

っ
て
紹
介

し
ま
す
。

今
回
は
、
総
論
で
五
つ
の
ポ
イ
ン
ト

が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
毎
日
の
食
生
活

に
生
か
し
て
、
健
康
づ
く
り
に
役
立
て

て
く
だ
さ
い
。

お知らせ ・文芸

健
康
づ
〈
り
の
た
め
の

食
生
活
指
針

多
様
な
食
品
で

栄
養
バ
ラ
ン
ス
を

O
一
日
三
十
食
品
を
目
標
に

O
主
食
、
主
菜
、
副
菜
を
そ
ろ
え
て

日
常
の
生
活
活
動
に

見
合
っ
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

O
食
べ
す
ぎ
に
気
を
つ
け
て
、
肥
満

を
予
防

O
よ
く
体
を
動
か
し
、
食
事
内
容
に

ゆ
と
り
を

指
肪
は
量
と
質
を
考
え
て

O
脂
肪
は
と
り
す
ぎ
な
い
よ
う
に

O
動
物
性
の
脂
肪
よ
り
植
物
性
の
油

を
多
め
に

食
塩
を
と
り
す
ぎ
な
い
よ
う
に

O
食
塩
は
一
日
十

4
以
下
を
目
標
に

O
調
理
の
工
夫
で
、
む
り
な
く
減
塩

秋の行政相談週間
10月11日(日)，.._， 17日(日)

総務庁では、 「行政相談制度jをさ らに

理解・利用していただくために、 「行政相

談週間jを設け、行政相談委員とともに、

各種の行事を実施しており、その一環とし

て、 1日行政相談所(無料・秘密厳守)を

各地で聞きます。

国の役所、特殊法人(公庫・公団・ JR'
NTTなど)、県や市町村の仕事や窓口に

対する苦情・要望・意見などをお持ちの方

は、お気軽にご相談ください。

長浜町の相談所の開設日時、場所は次の

とおりです。

{日時1 10月20日 (火)

[場所] フイツシングセンター

なお、当町の行政相談員は、兵頭信男さ

ん (ft52-1326)です。

心
の
ふ
れ
合
う

楽
し
い
食
生
活
を

O
食
卓
を
家
族
ふ
れ
合
い
の
場
に

O
家
庭
の
味
、
手

ε

つ
く
り
の
心
を
大

切
に遺

言
や
各
種
契
約
等
は
、
公
正
証
書

を
作
成
し
て
い
る
と
財
産
や
権
利
を
め

ぐ
っ
て
の
紛
争
防
止
に
役
立
ち
ま
す
。

ま
た
、
公
正
証
書
は
公
文
書
で
、
そ

の
内
容
は
秘
密
厳
守
と
さ
れ
ま
す
の
で
、

ご
安
心
い
た
だ
け
ま
す
。

公
証
役
場
は
国
の
機
関
で
あ
り
、
皆

さ
ん
か
ら
の
ご
相
談
に
無
料
で
応
じ
て

い
ま
す
か
ら
、
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ

さ
い
。公

証
役
場
に
お
け
る
公
証
人
の
主
な

職
務
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

①
遺
言
や
各
種
契
約
等
の
公
証
証
書

の
作
成
②
会
社
の
定
款
の
認
証

③
私
署
証
書
(
私
文
書
)
の
認
証

④
確
定
日
付
の
付
与

な
お
詳
し
く
は
、
八
幡
浜
公
証
役
場

(
八
幡
浜
市
広
瀬
一
丁
目
七
番
六
号
き

く
や
ピ
ル

一
階
)
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

置
圏
直
面
哩

H

長
浜
あ
り
そ
短
歌
会
H

沈
み
ゆ
く
春
日
に
映
ゆ
る
観
音
岩
船
客

立
ち
て
掌
を
合
は
せ
た
り久

保

七

郎

子
の
許
に
越
さ
れ
る
友
の
横
顔
に
わ
が

行
末
と
思
ひ
て
見
送
る

垣

見

苓

枝

三
つ
だ
ら
い
旧
姓
の
名
く
っ
き
り
と
父

の
残
せ
し
み
ず
ぐ
き
の
跡鎌

田

文

香

裏
畑
に
出
れ
ば
川
向
ふ
の
観
音
様
鍾
の

余
韻
の
あ
し
た
清
し
き

久

保

美

江

手
を
打
ち
て
幼
遊
ば
す
わ
ら
べ
唄
和
ま

し
嫁
ご
の
声
聞
え
る
く
る永

井
み
う
き

遠
つ
山
の
青
葉
の
中
に
淡
々
と
見
ゆ
る

は
桐
の
花
の
ひ
と
む
ら

東

は

な

子

羽
化
終
え
し
ま
、
に
て
死
に
し
蝉
の
自

の
つ
ぶ
ら
に
二
つ
黒
く
光
れ
し

堀

井

光

子

ふ
る
里
の
き
び
し
き
夏
の
日
暮
れ
時
寂

し
さ
誘
ふ
茅
胴
の
声

矢

野

清

街
は
未
だ
眠
り
よ
り
覚
め
ぬ
静
け
さ
を

心
清
し
く
墓
へ
と
向
か
ふ山

口
美
千
子

お
ぞ
暗
き
キ
ツ
ネ
ノ
カ
ミ
ソ
リ
咲
く
道

を
:fb[ 
bナ
て
白
亜
σコ
士T
J_.、
Eコ

山 に
下立
ヨてコ
ヰ、

子

11 俳
長
浜

学
校

年
11 

句

ご
う
音
に
火
の
粉
ふ

っ
と
ぶ
大
花
火

蔦

代

太

ひ
ま
わ
り
が
太
陽
に
向
け
背
伸
び
す
る

松

石

良

子

ぼ
ん
や
り
と
か
げ
ろ
う
ゆ
れ
る
夏
の
道

藤

測

由

紀

赤
と
ん
ぼ
夕
日
に
つ
き
さ
す

矢

の

よ

う

に

石

田

ょ

う

子

う
た
た
寝
を
す
る
こ
お
ろ
ぎ
の

声

聞

い

て

袖

野

雅

夫

暑
い
夏
そ
う
め
ん
つ
る
る
舌
つ
づ
み

馬
場
あ
ゆ
み

老
木
に
は
し
ゃ
ぐ
子
ど
も
と
せ
み
の
声

明

智

和

愛

背
伸
び
し
て
家
族
で
摘
み
し
か
ご
の
梨

足

利

真

紀

大
空
へ
手
作
り
の
凧
舞
い
上
が
る

山
田

直
哉

迎
え
火
を
た
く
か
た
わ
ら
に
白
き
花

井
上
さ
ゆ
り

移 10吋耐10

s P -(rι、司、-0 ・ h

((祭f

..... 、、 a 〆… O)Q 
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マ-Td
棋
遣
が

神
由
民
く
一
正
識
に
1

j
大
和
更
生
保
護

婦
人
会
が
訪
問
;

ほか

七
月
二
十
六
日
、
大
和
保
育
所
へ
大

和
更
生
保
護
婦
人
会
が
訪
問
し
た
。

こ
れ
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
一

環
と
し
て
、
「
子
供
達
が
仲
良
く
元
気

に
育
っ
て
ほ
し
い
」
と
い
う
願
い
を
込

め
て
訪
問
さ
れ
た
も
の
で
、
同
婦
人
会

が
作
っ
た
お
手
玉
や
折
り
紙
な
ど
を
プ

バッチリ@ルポ

碁
盤
で
熱
い
戦
い
!

i
第
五
十
四
回

夏
季
囲
碁
大
会
i

八
月
十
六
日
、
町
体
育
館
会
議
室
で

第
五
十
四
回
夏
季
囲
碁
大
会
が
行
わ
れ
、

二
十
六
人
が
参
加
し
熱
戦
が
繰
り
広
げ

レ
ゼ
ン
ト
し
た
。

J) 

β品て6

熱戦力、、繰り広げ、られた囲碁大会

ら
れ
た
。

な
お
、
成
績
は
九
ペ
ー
ジ
に
掲
載
。

E-本
野
聖
母
子
繰
歓
迎
1

j
上
田
さ
ん
宅
で

無
料
文
庫
j

白
滝
の
上
田
ス
ミ
さ
ん
は
、
本
好
き

な
子
供
を
集
め
、
楽
し
く
読
ん
で
も
ら

お
う
と
上
回
文
庫
を
開
い
て
い
る
。

七
夕
の
楽
し
い
夕
べ
を

初めてのお手玉にとまどう子供たち

ー
青
年
団
が

自
山
園
田
慰
問
j

八
月
七
日
、
青
年
団
が
白
山
国
を
慰

問
し
、
団
員
十
五
人
が
参
加
し
た
。

こ
れ
は
、
七
夕
の
夕
べ
を
お
年
寄
り

と
一
緒
に
過
ご
そ
う
と
行
っ
た
も
の
で
、

笹
飾
り
や
花
火
な
ど
を
し
、
ま
た
飾
ら

れ
た
た
ん
ざ
く
に
は
、
思
い
思
い
の
願

い
ご
と
が
こ
め
ら
れ
て
い
た
。

こ
れ
は
、
昭
和
五
十
一
年
か
ら
本
好

き
な
上
田
さ
ん
が
自
宅
で
始
め
た
も
の

で
、
当
時
百
冊
だ
っ
た
本
が
、
今
で
は

千
冊
以
上
も
あ
る
。
こ
れ
か
ら
も
、
白

滝
の
文
庫
と
し
て
多
い
に
利
用
し
て
欲

し
い
も
の
。

土俳
晶
つ
わ

き
の

11 

旬

約17年間本を貸し出している上回さん

旅
先
で
求
め
し
風
鈴
軒
に
吊
り

井

上

寛

鵜
飼
い
船
酒
く
み
交
わ
す
友
と
友

平

岡

越

子

あ
で
や
か
に
ピ
ン
ク
に
染
る

合

歓

の

光

藤

堂

教

蝉
し
ぐ
れ
祈
と
う
念
僻
高
ら
か
に

久

保

茂

子

夕
立
の
降
っ
た
田
畑
の
生
き
生
き
と

中

伊

セ

ツ

卓
上
の
桔
梗
音
立
て
聞
き
け
り

宮

田

節

子

夜
の
更
け
て
雷
の
音
倖
裂
す

津

田

恒

香

夏
菊
を
取
っ
て
亡
父
の
墓
参
り

東

武
手U

お年寄りと花火をする団員たち

夏
の
日
に
木
撞
一
つ
狂
ひ
咲
き

桐
田
恵
美
子

野
良
仕
事
入
道
雲
の
湧
き
上
が
る

池

田

町

子

夏
休
み
子
ら
は
毎
日
虫
を
追
ふ

矢

間

一

義

七
夕
や
習
ひ
し
俳
句
笹
に
吊
り

中

見

貞

子

山
里
に
住
む
倖
よ
蛍
飛
ぶ矢

野

昌

子

喜
雨
の
き
て
庭
の
草
木
も
生
き
か
へ
る

宮

田

猛

義

初
物
の
と
う
き
ぴ
友
へ
お
す
そ
わ
け

東

静

枝

赤
と
ん
ぼ
悠
々
飛
ぶ
よ
屋
根
越
へ
て

井

東

純

子

花
火
聞
き
川
面
に
浮
ぶ
鵜
飼
船

川

井

博

真
夜
中
の
雷
恵
み
の
雨
つ
れ
て

津

田

操

煙
硝
の
匂
ひ
流
れ
る
夕
涼
み

津

田

礼

子

娘
の
幸
を
願
い
七
夕
夜
の
更
け
る

久

保

正

憲キキョウ
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明
朗
判
定
痛
さ
ん

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
一
瀦
動
で
表
彰

長
鋲
の
明
閣
定
市
さ
ん
で
ハ
九
)
ほ
、

約
十
年
に
わ
た
り
早
朝
、
長
浜
駅
前
か

ら
松
山
側
へ
の
同
県
道
往
復
約
五
キ
ロ

討
の
区
間
で
、
空
前
、
常
ピ
ン
拾
い
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
い
、
道
路
の

意

ヘ←L-1iL

美
化
・
清
掃
と
公
共
福
祉
の
増
進
に
多

大
の
貢
献
が
あ
っ
た
と
し
て
、
八
月
二

十
六
日
、
浅
井
新
一
郎
(
社
団
法
人
)
日

本
道
路
協
会
々
長
か
ら
表
彰
状
と
記
念

品
が
贈
ら
れ
、
上
田
町
長
か
ら
伝
達
さ

れ
ま
し
た
。

豊

¥¥¥ 

表彰を受けられる明関さん

七
打
一
一
十
三
日
、
豊
茂
小
学
校
は
、

ア
メ
リ
カ
・
ワ
シ
ン
ト
ン
州
ス
タ
ン
ウ
ッ

ド
市
の
ツ
イ
ン
シ
テ
ィ
小
学
校
と
交
流

を
通
し
て
、
国
際
理
解
を
深
め
て
い
る

こ
と
に
対
し
、
社
団
法
人
「
小
さ
な
親

切
」
運
動
本
部
(
代
表
・
塚
原
富
衛
)

か
ら
、
現
代
の
杜
会
に
ほ
の
ぼ
の
し
た

一一一一一表彰・一歳です。ふるさとめぐり

一員長ですヨシニチパ⑩ i
なるひこ

米JII成彦ちゃん(長浜)
1!X: t f' 
長ら
しれつ

くまっ

交瞳盟臨歯盟盟璽期購麗覇韓璽輯翻る ス 事
| 園田富田園置蜜語懸ダヰ麟静曹圃橿離種覇議j よ す が

幸璽開鵬翻鵬銭 湯量購櫨鑑識議
彦警輸蝉f?"'.帯- --'UI盟瞳圃閣にて努
さ ヨ謹霊，. ， 副瞳塑冨置覇軍とが力
ん桜町 _ J匂務覇軍震名調を

そf 句 〆 警導磁!千j 干H も
母 ./ も議議陰! '-ノ 警察雲監けしつ:

育長翠撃事ま たて
る 、 ゑ議議

削 除烈震しすう

izih?//;JJJ1ii 
平成3年9月9日生まれ 、泌

人
の
心

を
大
切
に

す
る
、
川
心

い
や
り
の

あ
る
人
に

な
る
よ
う

希
望
し
て

、‘
F

一、一

o

f
f
 

B
U
W

で
巴
「
《

光
を
与
え
る
と
し
て
、
実
行
章
が
贈
円
七

さ
れ
、
立
仙
剛
男
伊
予
銀
行
長
浜
支
庖

長
か
ら
届
け
ら
れ
ま
し
た

Q

ク
ー
ル

八
月
一
日
、
愛
媛
県
教
育
委
員
会
、

日
本
放
送
協
会
全
日
本
庁
楽
教
育
研
究

会
、
日
本
教
育
音
楽
協
会
主
催
に
よ
る
、

平
成
川
年
度
全
国
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
八

幡
浜
地
区
大
会
が
大
洲
市
民
会
館
で
行

わ
れ
、
長
浜
小
学
校
が
金
賞
を
受
賞
し

ま
し
た
。

な
お
、
八
月
十
八
円
、
松
山
市
民
会

館
で
行
わ
れ
た
県
大
会
で
は
、
銅
賞
を

受
賞
し
ま
し
た
。

健
八
バ
三
十
日
、
松
山
市
で
平
成
四
年

度
健
康
推
進
学
校
表
彰
式
が
行
わ
れ
、

櫛
生
小
学
校
が
、
優
秀
校
と
、
し
て
矢
野

順
意
愛
媛
県
教
育
長
か
ら
表
彰
さ
れ
ま

し
た
。町A

幽口白
級

夏
季

八
月
十
六
日
、
町
体
育
館
で
行
わ
れ

メb、
r:; 

「
E
n
i
-
-

一
ふ
る
さ
と
め
ぐ
り
(
重
宝
編
)
一

一

網

掛

岩

一

一
海
あ
ん
州
は
同
げ
は
澄
わ
在
新
法
つ
九
-
一
一
¥
一
お
」
欝
鞠
臨
一

一

と

が

呼

九

廷

話

鋲

玉

加

滞

た

玉

ま

ベ

い

し

¥

暴

露

一

一

る

岩

と

め

朝

、

を

智

に

り

け

o

を

U

L
ピ

譲

盟

謹

一

一

せ

っ

か

一

i

じ

れ

越

れ

よ

掛

る

神

ト

山

一

-

J

一
一
九
一
持
」
寸
難
盛
一

一
ら
抗
告
守
主
任
こ
、
王
と
ち
を
ハ
相
士
一
…
…
二
〆
一
一
一
一
¥
一
統
語
一

一

走

ト

え

排

出

川

て

此

て

お

二

百

一

J

千
九
藤
監

E
E

一
戸
綱
年
つ
軍
つ
の
い
に
も
え
島
と
ふ
む
二
一
藤
棚
闘
圃
圃
圏
一

一
車
そ
、

ω
三

将

も

予

率

辺

と

伝

三

た

1
い

き

臨

園

圃

圃

一

一
へ
わ
ら

p
j
L一
大
を
伊
で
浜
の
に
に
し

t
:
圃
圃
圃
圃
圃
一

一
生
き
か
ム
品
川
夷
人
、
船
の
船
今
谷
陣
総
齢
幽
・
・
・
圃
圃
圃
・
圃
一

一

櫛

と

背

は

は

征

千

時

を

生

時

と

西

出

議

趨

圃

圃

園

田

園

園

一

一
を
ォ
舌
を
7
の
丘
(
櫛
の
」
に
て
鵬
瞬
幽
園
田
園
圃
圃
・
・
園
一

一

か

に

れ

。

巾

で

人

万

こ

の

、

そ

持

時

し

輔

離

園

圃

圃

圃

・

一

一
創
立
正

E
Z刊誌圃圃圃一

一
岸
り
で
こ
ゆ
大
の
し
も
る
し
を
は
り
岡
田
園
圃
・
・
圃
圃
園
田
一

F
H
-
B
E
E
-
-
E
E
E
E
-
E
B
E
E
-
E
B
E
E
-
-
'
E
E司
H
E
B
E
-
-
-
a
'
E
E圃

B
a
a
-
-
'
E
E
-
-
Z
E
E
-
-
E
S
E
E
-
-
g
a
a
-
-
E
E
E
-
'』

た
第
五
十
四
回
夏
季
囲
碁
大
会
の
成
績
盆
祭
り
が
行
わ
れ
、
長
浜
音
頭
踊
り
大

は
、
次
の
と
お
り
で
す
。
会
や
カ
ラ
オ
ケ
犬
会
、
造
物
な
ど
の
催

し
物
が
行
わ
れ
、
多
く
の
人
で
復
遅
く

ま
で
賑
い
ま
し
た
。

な
お
、
造
り
物
の
、
王
な
入
賞
は
、
次

の
と
お
り
で
す
。

一
金
賞
一
シ
ョ
ベ
ル
ド
1
ザ
!
(
玉
井

石
材
庖
)
一
銀
賞
一
東
京
都
庁
(
佐
野

理
髪
府
)
-
銅
賞
一
黄
金
の
ワ
シ
(
白

滝
青
年
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
)
{
町
長
・
町

語
会
議
長
賞
一
ア
ン
バ
ン
マ
ン
、
シ
ー

ラ
カ
ン
ス
(
白
滝
青
年
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
)

一
町
商
工
会
々
長
賞
}
白
サ
ギ
(
佐
野

理
髪
庖
)
{
町
観
光
協
@
白
滝
商
工
観

光
会
長
賞
一
や
さ
い
村
(
柿
早
エ
企
い
会
)

大
タ
カ
(
白
滝
青
年
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
)

A 

級

{
長
浜
町
長
賞
}
金
子
憲
(
長
浜
)

一
中
央
公
民
館
長
賞
}
高
問
主
主
一
郎

(
保
内
町
)
、
大
元
宗
一
(
櫛
生
)

B 

級

{
長
浜
町
長
賞
}
谷
井
裕
(
櫛
生
)

一
中
央
公
民
館
長
賞
一
一
円
同
士
口
蔵
(
長

浜
)
、
矢
野
利
夫
(
大
洲
市
)

金

賞

は

シ
ョ
ベ
ル
ド
l
ザ

1

う
ら
盆
察
り
の
造
物

八
月
一
一
十
四
口
、
白
滝
恒
例
の
う
ら
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(有:岸本印刷

寄
付
採
納

O
長
浜
の
鹿
山
多
津
子
さ
ん
・
・
・
大
太
鼓

一
個
、
マ

l
チ
ン
グ
ベ
ル
リ
ラ
一
個
を

長
浜
小
学
校
へ
。一

応
募
資
格
}
十
八
歳
以

上
、
二
十
七
歳
未
満

一
給
与
一
初
任
給
(
十

一
四
万
二
千
八
百
円
)
期
末
、
勤
勉
手

一
当
(
年
三
回
:
人
口
計
五
e

四
五
か
月

一
分
」
の
他
、
各
種
手
当
が
職
務
や
勤

一
務
条
件
等
に
よ
っ
て
支
給
さ
れ
ま
す
。

一
衣
食
住
一
食
事
、
宿
舎
費
が
無
料

印刷

震観護筆頭甥

平成 4年 9月10日光行平成 4年 9月号広報ながはま

お
誕
生
お
め
で
と
う
打

7
月
届
出
分
(
敬
称
略
)

イ主

保
護
者
氏
名

続
ヰ丙

戸斤

出豊

門同
日本

男女

海茂

陸
生

恵
一

の
他
、
被
服
等
も
す
べ
て
無
料
で
支

給
ま
た
は
貸
与
さ
れ
ま
す
。

E

{
そ
の
他
一
任
期
制
隊
員
に
つ
い
て

は
、
特
別
退
職
手
当
が
支
給
さ
れ
ま
す
。
一

一
任
期
(
二
年
・
陸
上
)
満
了
時
:
・
.

百
日
(
間
十
五
万
五
千
二
-
百
円
)
一
任
一

期
(
一
二
年
・
海
上
、
航
雫
)
満

f
時
:
一

百
五
十
日
分
(
八
十
九
万
五
千
九
百
一

円
)
そ
の
後
の
任
期
(
二
年
)
毎
に
、
幽

一
一
石
日
分
i
七

十

五

日

分

一

詳
し
く
は
、
役
場
住
民
課
ま
た
は

向
衛
隊
愛
媛
地
方
連
絡
部
(
宮
担
ー
一

4
1
2
3
)
ま
で

睦@j毎・空

今黒

山東
ヰ艮

二
男

長
女

里俊
香介

ノr一、" /"ー--...

松大松長
山山
市越市浜

お
〈
や
み

7
月
届
出
分
(
敬
称
略
)

戸斤

氏

日徳宮西

岡本岡高

康

史

小
百
合

重

別
八
重
子

龍信
久利

坊田

!尼
名

ψ
 

7
月
長
浜
町
役
場
届
出
分
(
敬
称
略
)

¥ 

イ主出成須沖黒黒白黒Il¥ 戒櫛出白

田 j竜 田

矢
野
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九月一日と言えば防災の

目。大正十:年の関東大震災

にちなんだ行事である。 I災
害は忘れた頃にやって来るJ
0)教訓|を忘れず各地で、は、各

種の防災訓練が実施される。

学 校 で は 、 九 月から幼.f;呆・

小・仁和・高知iJって週五日制が

実施されるが、受皿は充分だ、

ろうか。教育課程の改縞もな

い。父母の週五日市Ijもまちま

ち。両親不在の 土 曜 の 子 供 た

ちは何をするのだろうか。家

庭、学校、地域 の体制ほ出来

ているのだろうか。 土 曜 日 の

運営のための人材確保をはじ

め 、真にゆとりを求める行事

の実践があって成果が挙げら

れるのだが不安は 尽 き な い 。

せめて九月には 、社会的行事

や家庭的行事を多 く 。 九 日 の

重[，誌の節句。一日の名月観賞。

.!. 11日の敬老の目。二十三日

は安媛の生んだ俳人子規の命

Uo秋分の日で秋の彼!T:o各

行事が週五制の趣旨にそって

子供たらの自主性開発に家庭、

社会、学校が一体となり実践

されたい。国政も同民一体と

なり、政治改革 、 教 育 行 政 、

労働問題、福祉行政、 [3i]際協

調 、 輸 入 の 自 由化、北ノi領 土

問題などの解決に参画せねば

なるまい。実りの秋、読書、

健康の秋、郷土長浜の町づく

り、人づくりを忘れずに希望

の多い日々を送って欲しい。
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今長温長
霊泉

坊浜信郡浜
町

中神長浅
曽

イサ旧我田
音E

下1仕幹
ノγ 寸、
江 男 雪 生

醤
編
集
後
記
宮

今
年
は
、
た
い
へ
ん
暑
い
夏
に
加
え

サ
メ
騒
動
、
台
風
の
襲
来
な
ど
、
非
常

に
過
ご
し
に
く
か
っ
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
?
九
月
に
入
り
、
体
が
重
く

だ
る
い
、
何
か
す
る
に
も
意
欲
が
わ
か

な
い
:
:
:
、
こ
れ
は
典
型
的
な
夏
パ
一
ア

の
症
状
で
、
と
か
く
気
も
ゆ
る
み
、
車

に
よ
る
事
故
も
多
く
な
り
が
ら
で
す
。

先
日
の
ニ
ュ
ー
ス
で
、
交
通
事
故
に

よ
る
死
者
数
が
前
年
に
比
べ
急
増
し
、

そ
の
安
閃
と
し
て
、
心
の
乱
れ
が
事
故

に
つ
な
が
り
や
す
い
と
、
報
道
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
気
の
ゆ
る
み
が
ち
な
こ
の

時
季
こ
そ
、
「
い
つ
で
も
冷
静
に
!
気

持
を
お
お
ら
か
に
!
適
正
検
査
を
受
け

よ
う
!
」
こ
れ
ら
の
こ
と
に
注
意
し
、

安
全
運
転
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。
(
い
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人口をふやしましょう

7月 末現在 前月との比較
卜一一一一一

11，050人 11人減

人 口 (男 5，166人) (男 9人減)

女5，884人 !女 2人J成

3，721世帯 2世帯増

帯世口人


